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室内環境［2022］

特集に
あたって

1．はじめに

我々は日常生活の90％以上を室内で過ごしており,

室内環境が健康に及ぼす影響は大きい。近年,先進

国を中心に室内環境等のストレス要因によって,体

調不良を起こす健康障害である環境過敏症(シック

ハウス症候群,化学物質過敏症,電磁過敏症,慢性

疲労症候群,脳脊髄液減少症など)が注目されてい

る。特にCOVID-19流行下では,消毒剤噴霧やテレ

ワークなどで,化学物質や電磁場による室内環境曝

露の機会が増えたため,環境過敏症患者の増加が懸

念されている。また,近年では環境過敏症と小児の

登校障害,自閉症,学習障害との関係も指摘され始

めている。

未来を担うこどもを守るためにも,室内環境の整

備で環境過敏症を予防することは早急に取り組むべ

き社会的課題であると考える。また,環境過敏症の

ような種々の要因が複雑に絡み合って発症すると推

定される健康障害は,幅広い研究分野の研究者が情

報交換・情報共有・共同研究を行いながら,科学的

に究明し,発症予防対策を模索する以外ないと考え

る。しかし,日本では欧米諸国に比べ,環境過敏症

の認知度が低く,その科学的な啓蒙が必要な段階に

ある。そこで,室内環境と環境過敏症の密接な関連

性について,マルチ異分野の研究者からみた最新の

知識を室内環境学会の読者と共有すべく,特集号を

企画した。そして,25巻1号では,巻頭言も含めて,

以下の11の原稿を掲載した。

巻頭言：北條祥子,黒岩義之：特集に当たって

(pp27-29)

1)吉野博：シックハウス防止・新型コロナ対策の

ための換気設備点検の重要性―建築工学研究者

からみた環境過敏症― (pp31-32)

2)林基哉：建築物の換気不良と室内環境の実態―

建築物環境衛生研究者からみた環境過敏症―

(pp33-40)

3)一條佑介,野﨑淳夫：環境過敏症対策としての

有効な空気汚染対策製品―環境工学研究者から

みた環境過敏症― (pp41-47)

4)達晃一,篠原直秀,金勲：公共交通機関におけ

る車室内空気質と今後の展望―企業実務者らみ

た環境過敏症― (pp49-52)

5)加藤やすこ：GIGAスクールおよび5Gの電磁波

と諸学国による対策に関する最近の動向―環境
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ジャーナリストからみた環境過敏症― (pp53-

56)

6)黄琳琳,張智元,�嘯谷,北條祥子：台湾にお

ける環境過敏症の現状と今後の展望：台湾建築

医学学会と日本の室内環境学会の国際協力を目

指して―建築医学研究者からみた環境過敏症―

(pp57-59)

7)加藤貴彦：公衆衛生学研究者からみた環境過敏

症に関する今後の展望―公衆衛生学研究者から

みた環境過敏症― (pp61-62)

8)横田俊平,黒岩義之：ストレス不耐症状を訴え

る登校障害児の臨床医学的検討：若年性繊維筋

痛症との類似性に注目して―小児科学研究者か

らみた環境過敏症― (pp63-73)

9)乳井美和子,宮田幹夫：化学物質過敏症患者の

症状緩和における食事の位置づけについて―栄

養学研究者からみた環境過敏症― (pp75-83)

10)浦野真弥,太宰久美子,加藤研太：家庭用柔軟

剤等の使用に伴う揮発性成分の挙動に関する研

究 (pp85-97)

そして,本号では,以下の2つの原稿,計12の原稿

を掲載して特集号は終了する。

11)柳沢幸雄：予防原則に基づく化学物質過敏の取

り扱い―環境学研究者からみた環境過敏症―

12)水越厚史他：環境過敏を評価する質問票の今後

の展望―疫学研究者からみた環境過敏症―

なお,環境過敏症は,アレルギー疾患や生活習慣

病と同様に,現代人なら誰がいつ発症してもおかし

くない健康障害であり,今後も,環境過敏症患者の

急増が予測される。また,環境過敏症のような種々

の要因が複雑に絡み合って発症すると推定される健

康障害は,幅広い研究分野の研究者が情報交換・情

報共有・共同研究を行いながら,科学的に究明し,

発症予防対策を模索する以外ないと考える。そこで,

環境過敏症分科会としては,特集号は終了するが,

今後とも,一般投稿の形で,これからもマルチ異分

野から原稿の投稿を継続する予定である。
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